
この春より常勤となられた医師のご紹介 

糖尿病・生活習慣病センター医師 
    渡辺 聖央（わたなべ みお） 

 

１）経 歴 新潟県新潟市出身 

      弘前大学医学部 201５年卒 

２）    音楽鑑賞 

３）    地域の皆様のお役に立てるよう努めてまいります 

        よろしくお願いいたします 

小児科医師 
   早藤 新一（はやふじ しんいち） 
 

1）経 歴 新潟県新潟市出身 

       自治医科大学医学部 1998年卒 

 

骨関節疾患センター（整形外科）医師 
  大坪 周平（おおつぼ しゅうへい） 
 

1）経 歴  京都府京都市出身 

        新潟大学医学部 201９年卒 

2）     料理、温泉巡り、自転車 

3）     地域の皆様に貢献できるよう精一杯頑張ります。 

          よろしくお願いいたします。 

歯科口腔外科医師 
  坂詰 博仁（さかづめ ひろひと） 
1）経 歴  新潟県新潟市出身 

        日本歯科大学新潟生命歯学部 201９年卒 

2）     病院周辺の飲食店、スーパー等探しています。 

        色々な食事処を探すのが好きです。 

3）     地域の方々の生活を歯科という分野から支え、 

                  少しでもQOLの向上に貢献できるよう、 

                  日々精進していきます。頑張ります!! 
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阿賀野市の広報誌に取材されました！早藤先生の記事については当院の

ホームページ「最新情報」でもご覧いただけます。 



口座振替活用について 

マイナンバー保険証の利用について 

当院では、会計の待ち時間の短縮による患者サービスの向上を目的として、口座振替制

度（取り扱い口座：新潟県内のJA口座のみ）を実施しております。 

 

   口座振替制度を利用することで、会計待ちの列に並ばず、「お薬引換券」と 

  「予約券」を受け取ることができます。 

 

          あがの市民病院 総合受付窓口 または 新潟県内のJA窓口 

 

           診療日翌月の25日 

           ※土日・祭日の場合、翌営業日 

           ※初回は毎月２０日までのお申し込みで翌月分の診療費より対象 

 

           診療翌月１０日過ぎに、１か月分をまとめて郵送致します。 

 

 2023年4月より、医療機関でのマイナ保険証対応が義務化され、医療機

関でマイナンバーカードの保険証利用ができるようになりました。あが

の市民病院でもマイナ保険証を使用することができます。 

 また、2024年12月2日には現行の健康保険証の発行が終了となります。 

 

        医療機関等で高額な医療費が発生する場合でも、マイ      

        ナンバーカードを保険証として使うことで、患者さん 

        が一時的に自己負担したり、役所で限度額適用認定証 

        の書類申請手続きをする必要がなくなります。  
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